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前
号
目
次

兼
家
の
歌
に
自
ら
返
歌
す
る
前
の
道
綱
母 	

堤
　
　
和
博

―
『
蜻
蛉
日
記
』
上
巻
の
「
今
こ
れ
よ
り
」
と
「
し
れ
た
る
や
う
な
り
や
」
の
検
討
を
通
し
て
―

明
石
の
尼
君
は
歌
を
詠
ん
だ
か 	

小
林
　
理
正

―
『
源
氏
物
語
』（
若
菜
下
巻
）
住
吉
詣
の
和
歌
二
首
再
考
―

金
剛
寺
蔵
『
諸
打
物
譜
』
所
載
「
順
次
往
生
楽
次
第
」
に
つ
い
て 	

中
原
　
香
苗

―
『
順
次
往
生
講
式
』
と
の
関
連
―

連
歌
と
「
挨
拶
」
―
当
座
性
の
あ
り
か
― 	

浅
井
　
美
峰

森
鷗
外
「
田
楽
豆
腐
」
論 	

A
L
A
C

A
K
L
IO

G
L
U

 B
u
rcu

―
モ
ノ
と
空
間
の
表
象
に
潜
在
す
る
権
力
―

大
江
健
三
郎
「
他
人
の
足
」
論
―「
人
間
」
と
い
う
陥
穽
と
「
書
く
」
こ
と
― 	

福
田
　
　
涼

発
音
規
範
と
謡
曲
―
四
つ
仮
名
に
関
す
る
言
説
を
め
ぐ
っ
て
― 	

山
田
　
昇
平

紹
介
　
徳
永
光
展
著
『
国
際
日
本
学
の
探
究
　
夏
目
漱
石
・
翻
訳
・
日
本
語
教
育
』	B

in
jo

la B
aku

l

紹
介
　
蜂
矢
真
郷
著
『
国
語
語
構
成
要
素
研
究
』 	

伊
藤
　
智
弘

令
和
五
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
学
位
論
文
（
課
程
）
題
目

令
和
六
年
度
講
義
題
目

彙
報

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
ア
メ
リ
カ
陸
軍
情
報
部
日
本
語
学
校
に
お
け
る
語
学
兵
の
養
成	

徳
永
　
光
展

―
山
崎
豊
子
『
二
つ
の
祖
国
』
に
描
か
れ
た
太
平
洋
戦
争
下
の
日
本
語
教
育
―

「
～
は
お
ろ
か
、
～
」
構
文
の
歴
史
―
副
詞
節
を
構
成
す
る
コ
ピ
ュ
ラ
文
― 	

北
﨑
　
勇
帆

語
文
　
第
百
二
十
三
輯

　
令
和
六（
二
〇
二
四
）年
十
二
月
五
日
　
印
刷

　
令
和
六（
二
〇
二
四
）年
十
二
月
十
日
　
発
行

編
集
・

発
行
者	

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

	

〒 

560－ 

8532
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
―
五

	

大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

�

日
本
文
学
・
日
本
語
史
学
研
究
室

	

代
表
　
岡
島
昭
浩

	

振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
―
四
―
二
四
六
四
一

	

電
話
　
〇
六
―
六
八
五
〇
―
五
一
一
一

印
　
刷
　
能
登
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

　『
語
文
』
第
百
二
十
三
輯
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
号
に
は
古
典
文
学
二
本
、
近
代
文
学
一
本
、
国
語
学
一
本
、
計
四
本
の

論
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
新
刊
紹
介
で
は
会
員
の
皆
様
の
著
書
五
冊
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ご
高
覧
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
次
号（
第
百
二
十
四
・
百
二
十
五
輯
）は
合
併
号
と
な
り
ま
す
。
例

年
と
刊
行
時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
様
々
な
研
究
室
行
事
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
九
月
に
予
定
し
て
い
た
研
究
室
旅
行
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
発
表
等
を
受
け
て
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
四
月
の
石
山
寺
ハ
イ
キ
ン
グ
、
七
月
・
十
一
月
の
院
生
発
表
会
や
十
月

の
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
中
間
発
表
会
は
予
定
通
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
来
年
一
月
十
一
日
の
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会
で
は
、
博
士
後
期
課

程
の
大
学
院
生
三
名
の
研
究
発
表
と
、
宮
本
祐
規
子
准
教
授
の
講
演
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
浅
井
）


